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しんぶんを通して、人の ・平和の ・話の など限りない に出会いたい…そんな を伝えていきます。   

（生活創造応援隊 一同） 

 

版の会 金澤 岩雄 
 

夜中に「ガサガサ、ポキッ」と、砥堀川の谷

川を隔てた竹藪から、にぎやかな音が聞こえて

くる季節です。猪が筍をあさったり、谷川でサ

ワガニを探しているようで、この近辺での筍の

収穫は無理なようです。 

この筍は加西市山中の竹藪で収穫しました。

新鮮なうちに釜茹でにするのですが、その前の

姿をスケッチしました。 

旬の野菜（タケノコ） 
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中播磨の行ってみたいこんなところをご紹介 

すご～い企業！を訪ねて 

～夢前夢工房（姫路市夢前町宮）衣笠社長

にインタビュー～ 

 
 

 

 

旬菜をテーマに３月３１日に訪問しましたが、｢夢

前を元気に！農業の産業化への推進というビジョ

ン｣について経験談をまじえて話を聞かせていただ

く場になり、かつてない貴重な訪問になりました。 

ただ、イチゴ栽培（トンネルハウス）の時期であ

ったことから、大勢のいちご狩りの人達と賑わいを

体感してきました。特筆すべきは、「味が良くなる」

というキャッチフレーズで、酸素を多く含ませた 

ナノバブル（１０億分の１という超微小な泡）と水素水（健康飲料）を栽培に利用しての

実証試験をメーカーと共同で実施していることで、これからの農業の一端を感じました。 

残念ながら旬菜についての記事はこれだけですが、訪問した６人で夢前夢工房の農家レ

ストラン「姫路市 夢さき夢のさと 夢やかた」で旬菜を味わってきました。別の場所にあ

り山深いところですが、店の雰囲気や旬菜を味わいに一度は行かれたら！お勧めです。 

最後にわずかな紙面ですが、｢夢前夢工房の想い｣ の一端を備忘録として訪問者でまと

めた一部を抜粋しました。 

 

 

【生活創造応援隊】 上林 俊明 ・ 木村 孝子 

 

衣笠社長の生い立ちからアトピーなどを発症しない

安全・安心、新鮮・感動を提供しようと、人のために

農業を考えるに至ったとのこと、｢夢前を元気に」との

想いから、人がいない、担い手を育てよう！農業の産

業化をめざして地産地消、新鮮なものを食卓へ、地域

密着型農業を目指して、米・麦・そば・大豆・野菜・

いちごの栽培や販売、レストラン、直売所を設ける

等々。さらに県レベルで大農家が集まって企業化し、 

農家の後継者・研究者の人づくりに貢献されている。 

特に、農家の育成には、今、何をすべきかを｢考える｣（答えは言わない）、「夢」を柱に担

い手を育てられていることに感嘆しました。 

また「夢前を元気にした」成功体験では、従来の農法から無農薬法への転換の苦労、兼業

農家から専業農家への転換の秘策や農業を通じた様々な地域づくり活動（生きがい農園・畑

の学校・たんぼの学校、田宴アートの立ち上げなど）を取り入れられていること（どんな種

類の野菜や米を作りたいのかなど企画から子どもたちに考えてもらっている）。さらに、自

治会・婦人会・消防署・学校・市役所・農家等に参加してもらって町ぐるみで取組んでおら

れること等々。 

最後に、「大切なことは自分で『考える』こと。農家の再生はまさにこれが根っこで、夢

を持つことにつながる。そのためには自分で何ができるかではなく、地域のために何ができ

るかを考えることだ」と力説されたこと、「農地がないからと国民を飢えさせられない」と

いう言葉に一同感動し帰路に。衣笠社長、お忙しいなか取材をお受け下さり、ありがとうご

ざいました。 
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消費生活情報  ～くらしに役立つ情報をお届けします～ 

～ 今年度も私たち応援隊をよろしくお願いします！ ～ 

私たちは平成３０年度「生活創造応援隊」です。 

中播磨地域の話題や情報を提供していきます！よろしくお願いします。 

 泉  勲  （姫路市）・井土 光男（姫路市） 

上西佐代子（福崎町）・植原 邦子（姫路市） 

上林 俊明（姫路市）・大野 律子（姫路市）

小國 冷子（福崎町）・小 山 内 ゆ み こ（姫路市）

木村 孝子（市川町）・木村利惠子（姫路市）

髙野 雅一（姫路市）・清水 廣子（姫路市） 

正垣 祥子（姫路市）・田路 和子（姫路市） 

田中 初美（福崎町）・塚本 溢美（福崎町） 

中井美知子（福崎町）   以上 17 名 

 
架空請求の相談が急増！ 

 ～ 覚えがない請求には絶対に反応しないで ～ 
 
 電子メールや SMS（ショートメッセージサービス）、葉書等による架空請求の相談が急増し

ています。 

実在する大手通販サイト等をかたったものや、弁護士を名乗る者が登場するなどの手口も 

見られます。 

また、支払方法として、消費者をコンビニに行かせてプリペイドカードを購入させ、カード

番号をだまし取ったり、業者が消費者に「支払番号」を伝え、コンビニのレジでその番号を使

って料金を支払わるコンビニ払いの悪用など様々な方法が使われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 27 年７月 1 日より3 桁化スタート！ 

「消費者ホットライン」  １８８  
い や や ！

  

 ※ 音声案内に従って郵便番号を入力すると、お近くの消費生活センター等につながります    

 

１．未納料金を請求されても、相手に連絡をしない！ 

２．コンビニ支払いを指示されても、決して応じない！ 

３．不安を感じたりトラブルに巻き込まれたりした場合は、すぐに消費生活センターに 

相談を！ 

 ☎１８８     

消費者へのアドバイス 
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～ 消費者教育出前講座のご案内 ～ 

若者向け、高齢者向け等、対象に応じた消費者教育出前講座を実施します。 

会場をご用意いただければ、謝金・旅費等は一切必要ありません。 

是非、お声かけください。 

◆◇ 実施メニュー例 ◇◆ 

・気を付けて！消費者トラブル  

～他人事ではありません～ 

・スゴロクを使い、楽しく悪質商法を学ぼう 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

兵庫県中播磨県民センター 県民交流室 県民課（消費者センター） 
〒670-0947 姫路市北条１－９８ 兵庫県姫路総合庁舎２階 

【電話】   【ＦＡＸ】

【Ｅメール】  

【消費生活相談】消費者ホットライン 188 *最寄りの消費生活相談窓口につながります。 

【ホームページ】

 

 

商品テスト体験学習会 募集中！  
 

消費生活総合センターでは、消費者自らが 

商品テストを体験しながら学ぶことのできる「商品テスト体験学習会」を 

実施します。消費生活総合センターから、テスト機器を持参し、「商品テス 

ト専門家」を派遣します。是非ご活用を！ 

            
【問合せ・申込み先】 

 兵庫県立消費生活総合センター 

「商品テスト体験学習会」担当 

  TEL：   

 FAX：

メニュー例  
※ 熱中症予防のポイント 

※ 食用油の変質度 
※ 電子レンジの特性を探る ～こんな使い方は危険～ 

 

講師謝金・交通費 無料 

【問い合わせ先】 

中播磨県民センター  

県民課（消費者センター） 

☎  

 担当：河本、丸山 

県政 150 周年記念 県民連携事業の募集 

（県政 150 周年の節目に際して）地域団体等が行う創意工夫あふれる取組を 

支援します。 

（事業実施期間）～H31 年３月末 

（受付期間）～H31 年２月５日  

※随時受付（ただし事業開始月の前月５日までに申請） 

（助成額）１団体あたり原則５～50 万円（上限） 

（問合せ）中播磨県民センター 県民課  




